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評価大学では、昨今の文教政策や大学界の動向をふまえ、国際的水準の研究を実現するために外部
資金の獲得を図ろうと考えている。

そのために科学研究費補助金への応募を奨励しているものの、応募実績（何らかの外部資金を得てい
ない教員のうち科研費応募した者の割合：６０％［H23］）、採択実績（１５％［H23］）ともにあまり芳しくな
い。

何人かの教員に意見を聞いてみたが、文系については、「研究費よりも時間が欲しい」という趣旨の意
見が多く、科研費応募にあまり意欲的ではなかった。理系の教員については、研究費の必要性を感じ
ており、科研費に応募出しているのだが、なかなか採択されないという。

３年に１回実施している教員評価についてみると、業績書に、外部資金の獲得結果については記入す
る欄があるが、科研費や外部資金への応募状況について、記す欄がなく、また、応募しなくてもペナル
ティが課せられるわけでもない。

一方で、評価大学がめざす研究の国際的水準とは何か、という議論が進んでおらず、教員の理解もま
ちまちであり、評価基準や評価方法も明確に定まっていない。

評価大学では、国際的水準の研究の推進に向けて、どのような方策をとるべきか、方向性がみえず、
当惑している。


